
 

 

ビデオオーバーレイソフト TrackVision(トラック・ビジョン)対応 

 

車載カメラ等映像とロガーデータをビデオオーバーレイするソフト TrackVision  http://www.trackvision.net/ 

に対応するために、 

デジスパイス走行データから TrackVision用 CSVファイルを出力するためのツール 

 DigSp2TrVision.exe （デジスパイスソフト Ver2.3.0より前のバージョンに対応） 

 DigSp2TrVisionII.exe （デジスパイスソフト Ver2.3.0以降に対応） 

と 

TrackVisionにデジスパイスが出力した CSVファイルを認識させるための“properties”ファイル 

 DigSpice2.properties 

を提供いたします。 

 

 

TrackVision は、フルハイビジョン映像に対応しています。また、ダッシュボードも 30 種類以上が用意されて

います。 

 

http://www.trackvision.net/


 

 

DigSp2TrVision.exe、DigSp2TrVisionII.exeのインストール／アンインストール 

  インストールは、DigSp2TrVision.exe（DigSp2TrVisionII.exe） を適当なフォルダにコピーしてください。 

アンインストールは、DigSp2TrVision.exe（DigSp2TrVisionII.exe） を削除してください。 

 

“properties”ファイルのコピー 

ファイル DigSpice2.properties を“properties”フォルダにコピーしてください。 

 “properties”フォルダは、WindowsVista 、7の場合 

  C:¥ProgramData¥Apex Visualizations¥TrackVision¥loggers 

 です。 

 ProgramData フォルダは隠しフォルダに設定されているかもしれません。 

表示方法は、 http://windows.microsoft.com/ja-JP/windows-vista/Show-hidden-files 

  

http://windows.microsoft.com/ja-JP/windows-vista/Show-hidden-files


 

 

TrackVisionの設定 

 デジスパイスツールが出力した CSVファイルを使用するためには、TrackVisionの設定変更が必要です。 

TrackVision を起動し、”Preferences” を変更してください。 

メニュー「Edit」、「Preferences」を実行し、 

●Logger model を ”DigSpice2” としてください。 

●”Use KPH speed units” にチェックを入れてください。 

 

※ 事前に DigSpice2.properties が“properties”フォルダにコピーされていなければなりません。 



 

 

TrackVision用 CSVファイル出力ツール DigSp2TrVision の操作 

 

DigSp2TrVision を起動する前に、デジスパイス解析ソフト（DigSpice.exe）を起動し、出力したいラップデー

タを一覧データとして表示させてください。 

 

 

次に DigSp2TrVision（DigSp2TrVisionII） を起動します。 

 

デジスパイス解析ソフト上に表されているものと同内容のデータ一覧が表示されます。 



 

 

出力したいラップ、あるいは連続する複数のラップを選択します。 

（ラップをクリック、あるいはドラッグ） 

 

「出力」ボタンをクリックし、ファイル名を指定してください。 

 

出力したファイルを示すメッセージが表示されます。 

 

出力した CSVファイルは、TrackVison上で Loggerデータとし読み込むことができます。 

CSV ファイルの出力項目は、以下の通りです。 

Time  サンプリングタイム 

LapTm ラップタイム 

X  軌跡座標 X 

Y  軌跡座標 Y 

Spd  速度 

XG  コーナリング G 

YG  加減速 G 

 DistKm キョリ 


